
 

 

 

 



 

 

●春の訪れを告げる「梅」● 

 ―鹿児島県国際交流員 ウォン・イミン（シンガポール出身）― 

 

まもなく早春がやってきます！ 

冬の寒さから春の活気へ，再び暖かさと花

の季節になります。先日，穏やかな春に包ま

れる吉野公園を訪れまして，鮮やかな梅の花

を楽しむことができました。 

春といえば，桜の季節を思い浮かべる人が

多いでしょうね。毎年春になると，桜の見

頃，満開や花見会などの話題がどこでもあり

ます。特に海外からの目線で，桜は日本の春

を代表する花と言っても過言ではないぐらい

認識があります。 

しかし，日本の文化と歴史に同じような深

く根ざして，似たような花が他にもあること

をご存知ですか？ 

梅は，冬が終わって最初に咲く花として，

春の始まりを告げる花です。品種にもよりま

すが，鹿児島では２月から３月頃に見ること

ができます。 

 

 

桜と同じように，梅にもさまざまな品種があり，色は白から濃いピンクまで幅広い

です。また，真っ赤な「鹿児島紅梅」という紅梅もあり，濃梅色をした梅の代表品種

です。 

梅の花は桜と違って花びらに切れ込みがなく，５枚の丸みを帯びています。そし

て，強い甘い香りがするのが梅の花の特徴です。 



 

 

 梅の花の起源は，奈良時代に遡り中国

から日本に渡来し，その美しさと象徴性に

より，すぐに人気を博しました。 

中国では，梅の花は持久力，勇気，忍耐

力，信頼性を意味し，また冬の終わりと春

の迎えも表現しています。春を迎えるとい

うことは，農繁期も迎えるということなの

で，繁栄の象徴でもあります。その意味

で，旧正月のお祝いによく使われるモチー

フの一つです。シンガポールでも，旧正月

の時期には梅の花をモチーフにした飾り付

けをよく見かけます。 

日本では，歴史家によると梅の花を愛で

る営みがお花見の原点と言われています。

奈良時代から平安時代初期にかけては，梅

が春の花として定着していましたが，平安

時代中期になるともう桜に取って代わられ

ました。 

「桜切る馬鹿，梅切らぬ馬鹿」という梅

と桜についての面白いことわざも最近習い

ました。桜の場合は，枝の切り口から菌が

入りやすく腐りやすいため切らない方がい

いそうですが，梅の場合は無駄な枝を切ら

ないと樹形が崩れてしまいます。似ていま

すが，個性に応じた手の掛け方をすること

が大切という意味を持っています。確かに

梅と桜の見た目は一見似ていて，混同しや

すいですね。 

 

吉野公園から出るとき，綺麗な梅の花を最後に振り返りました。梅の次は，順番待

ちの桜と続き，その後も多種多様な花の出番が続いていきます。その時をまた楽しみ

に待ちたいと思います！ 



 

 

●ベトナム IN 奄美フェアに出席しました（11 月 11 日）● 

  

奄美市の奄美パークにおいて，奄美名瀬ライオンズクラブ主催による「ベトナム

IN 奄美フェア」が開催され，来賓としてあいさつをさせていただきました。 

この日はプレイベントとして，開会式典の後，奄美在住のベトナムの方々等をパネ

リストにお招きし，奄美に暮らしてみて感じたことなどについて意見交換するフォ

ーラムが開催されました。 

 奄美群島日本復帰 70 周年と，日越外交関係樹立 50 周年の 2つの節目が重なる記

念の年に，地元の高校生をはじめ，幅広い年代の方々が参加され，奄美とベトナム

との交流を深めるイベントが開催されることを大変喜ばしく思います。 

 11 月 17 日から 19 日は，奄美とベトナムの歌や踊りの披露，お互いの文化を紹介

するブースの出展，ベトナム料理の販売など，さまざまな催しが行われました。 

 今回のフェアの開催を通じて，奄美の皆様とベトナムの方々との相互理解が深ま

り，今後の奄美とベトナムとの交流がますます発展していくことを願っています。 

 

  

        

 



 

 

●シンガポール代表団をお迎えして，「第 21 回鹿児島・シンガポール交流会議」を

開催しました（11 月 21 日～23 日）●

 

シンガポールのサム・タン元外務担当兼社会・家庭開発担当国務大臣を団長とする

代表団を 11 月 21 日から 23 日までの日程でお迎えし，「第 21 回鹿児島・シンガポー

ル交流会議」を開催しました。この会議は，昭和 57 年以来，２年ごとに相互の地に

おいて，双方の交流促進に向けた協議を行うため開催しています。 

 交流会議では，経済，観光，文化，青少年交流等，８つの事項について合意しまし

た。シンガポールは世界屈指のグローバル都市であることから，県産品の販路拡大や

観光誘客の更なる促進が期待されます。 

 今回の交流会議を契機として，今後鹿児島とシンガポールの絆がますます強くなる

ことを期待しております。 
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●出水市ツル観察センター● 

 

 

写真協力：公益社団法人 鹿児島県観光連盟 

 

ねぐらとなっている干拓地の前に立つ展望所で，出水の冬の観光地の中心となって 

います。毎年 10 月中旬になると，シベリアから特別天然記念物に指定されている

ツルの第一陣が渡来し，約１万羽を超えるツルが，３月頃まで越冬します。 

２階展望室や屋上展望所からはツルの優雅な舞や，エサをついばむ姿が観察できま

す。 

 

 出水のツルは，主にナベヅルとマナヅルで，ここ数年は１万羽以上の羽数が確認さ

れています。これだけの数が人里近くで越冬するのは世界中でも出水平野だけといわ

れており，田んぼにいる親子連れのツルや大空を舞うツルは圧巻です。 

 

 優雅なツルを間近で見られるため，全国から観光客で連日にぎわっています。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


